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琉球列島とパプアニューギニアから得られた水中写真によって明らかになった
フエダイ科ハスジマタルミ Lutjanus dodecacanthoidesの幼魚の色彩的特徴

和田英敏 1・加藤昌一 2・本村浩之 3

Four juveniles (ca. 25–30 mm total length) of a poorly known 
snapper Lutjanus dodecacanthoides (Bleeker, 1854), previously 
known only from subadults and adults collected fish markets 
from India, Indonesia, Philippines, Taiwan and southern Japan, 
were recorded by underwater photographs from Iriomote-jima 
island, Ryukyu Islands, southern Japan, and Alotau, Milne Bay 
Province, Papua New Guinea. Juveniles of L. dodecacanthoides 
is characterized by having a single distinct broad blackish band 
running from the snout tip to the nape through the eye, a single 
distinct white-margined black saddle on the caudal peduncle, 
and six narrow longitudinal stripes on the lateral surface of the 
body. Because the first two characters are not found in subadults 
and adults, they are considered as juvenile features of the spe-
cies. Although juveniles of L. erythropterus Bloch, 1790 and L. 
malabaricus (Bloch and Schneider, 1801) share the head band 
and caudal-peduncle saddle, the juveniles of L. dodecacan-
thoides can be distinguished from those of L. erythropterus and L. 
malabaricus from underwater photographs by having six orange 
stripes on the lateral surface of the body (four uppermost slanted 
posteriorly toward dorsal-fin base, and lower two nearly parallel 
to body axis vs. numerous stripes slanted posteriorly toward 
dorsal-fin base, and lower 11 or more parallel to body axis in the 
latter two species). The underwater photograph taken in Alotau 
represents the first record of the species from Papua New Guin-
ea.
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 Abstract

フエダイ科フエダイ属（Lutjanidae: Lutjanus Bloch, 

1790）は，科内で最も種数が多く，全世界から 72有効種

が知られている（Fricke et al., 2020）．本属魚類の多くは成

長に伴い色彩が大きく変化することが知られており，例え

ばヨコフエダイ L. malabaricus (Bloch and Schneider, 1801)

やフエダイ L. stellatus Akazaki, 1983などでは幼魚において

明瞭に出現する体側の 1黒色斑は成長に伴い不明瞭にな

る（Allen and Talbot, 1985；益田・小林，1994）．

ハスジマタルミ Lutjanus dodecacanthoides (Bleeker, 1854)

は，日本，台湾，フィリピン，インドネシア，およびイン

ドから記録されており（Allen and Erdmann, 2012；松沼・

本村，2014），背鰭が 12棘 13軟条，臀鰭が 3棘 7–8軟条，

体側背部の鱗列が斜走する，前鰓蓋骨後縁の湾入部が浅い，

間鰓蓋骨の後縁に突起がない，体側に 6本の黄色縦帯をも

ち，上から 1–4番目の縦帯が背方向に斜走し，5・6番目

の縦帯が体軸に対してほぼ平走，および各鰭が黄色などの

形態的特徴を併せもつことにより同属他種から識別される

（Allen and Talbot, 1985；松沼・本村，2014）．

これまで本種は市場調査によって得られた標本に基づ

く報告のみがなされており，水中写真も報告されていない

（Allen and Erdmann, 2012；松沼・本村，2014）．また，こ

れまでに報告された標本は標準体長が 76–240 mmであり

（Günther, 1859; Allen and Talbot, 1985; Lee, 1987；島田・吉野，

1987; Koeda et al., 2014；松沼・本村，2014; Tanaka, 2019），

幼魚の形態や色彩が不明であった．

2016年 3月にパプアニューギニアで 1個体（全長およ

そ 30 mm），2009年と 2020年 7月に琉球列島西表島で 3

個体のフエダイ属幼魚（全長およそ 25–30 mm）の水中

写真が撮影された．これらは本研究によってハスジマタル

ミと同定されたが，これまでに確認されている個体との顕

著な色彩的差異が確認されたため報告する．

材料と方法
写真は次の資料を用いた：KAUM–II. 85（Fig. 1A），全

長およそ 30 mm，パプアニューギニア・ミルン湾州・ア

ロタウ，水深 14 m，2016年 3月 19日，Gerald R. Allen氏
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撮影；KPM-NR 73859（Fig. 1B），全長およそ 25 mm，沖

縄県八重山郡竹富町美田良浜沖　西表島（24°22′30′′N, 

123°45′00′′E），水深 17 m，2009年（詳細な日付は不明），

矢野維幾氏撮影；KAUM–II. 86（Fig. 1C），全長およそ

30 mm，沖縄県八重山郡竹富町ヒナイビーチ沖　西表

島（24°24′N, 123°48′E），水深 15 m，2020年 7月 9日，柳

橋道一氏撮影；KAUM–II. 88（Fig. 1D），全長およそ 30 

mm，2020年 7月 18日，撮影地，水深，および撮影者は

KAUM–II. 86と同じ］で撮影された．全長はTLと略記した．

本報告に用いた水中写真は神奈川県立生命の星 ･地球博物

館の魚類写真資料（KPM-NR）と鹿児島大学総合研究博物

館の画像データベース（KAUM–II：Kagoshima University 

Museum–Ichthyological Images）に登録されている．なお，

神奈川県立生命の星 ･地球博物館の資料番号は，博物館の

データベース上では0を含めた7桁の数字で表記される（例

えば , KPM-NR 0073859）．

結果と考察
同定　パプアニューギニアと西表島で撮影された水中

写真は，背鰭が 12棘 13軟条，臀鰭が 3棘 8軟条，体側背

部の鱗列が斜走する，前鰓蓋骨後縁の湾入部が浅い，間鰓

蓋骨の後縁に突起がない，体側に 6本の黄色縦帯をもち，

上から 1–4番目の縦帯は背方向に斜走し，5・6番目の縦

帯は体軸に対してほぼ平行（KAUM–II. 86では 6番目の

縦帯が不明瞭），および腹鰭と垂直鰭が黄色などの特徴が

Allen and Talbot (1985)，島田・吉野（1987），および松沼・

本村（2014）が示したハスジマタルミ L. dodecacanthoides

の特徴とよく一致したため本種に同定された．

水中写真に基づく形態記載　背鰭鰭条数 XII, 13，臀鰭

鰭条数 III, 8．体は前後方向に長い卵円形で，体高は高い．

頭部はやや短く，吻端は丸みをおびる．吻と頭部前方の背

面の輪郭はほぼ直線で，輪郭の体軸に対する角度はおよそ

50°．主鰓蓋の後縁中央部は後方に突出する．前鰓蓋骨後

縁は浅く湾入する．間鰓蓋骨の後縁に突起をもたない．体

側背部の鱗列は斜走する．背鰭起部は胸鰭起部のほぼ直

上に位置する．背鰭棘条部の鰭膜の切れ込みは前部で深く，

後部できわめて浅い（KPM-NR 73859と KAUM–II. 85, 88

でのみ確認）．背鰭棘条部と軟条部の鰭膜背面の輪郭はゆ

るやかにつながり，明瞭な欠刻をもたない．背鰭軟条部背

面の輪郭は丸みをおびる．臀鰭起部は背鰭第 1軟条のほぼ

直下に位置し，軟条部の縁辺は丸みをおびる．腹鰭起部は

背鰭第 3棘基部の直下に位置し，第 1軟条の後端はわず

かに伸長する（KPM-NR 73859と KAUM–II. 85, 88のみ）．

尾鰭は截形で後縁はやや丸みをおびる．

水中写真に基づく色彩記載　頭部と体の側面はやや桃
色をおびた銀色で，下半部は白色をおびる．体側に 6本の

Fig. 1. Underwater photographs of juveniles of Lutjanus dodecacanthoides. A: KAUM–II. 85, about 30 mm TL, Alotau, Milne Bay 
Province, Papua New Guinea, 14 m depth, 19 March 2016, photo by G. R. Allen; B: KPM-NR 73859, about 25 mm TL, Midara 
Beach, Iriomote-jima island, Ryukyu Islands, Japan, 17 m depth, 2009, photo by K. Yano; C: KAUM–II. 86, about 30 mm TL, 
Hinai Beach, Iriomote-jima island, Ryukyu Islands, Japan, 15 m depth, 9 July 2020, photo by M. Yanagihashi; D: KAUM–II. 88, 
about 30 mm TL, 18 July 2020, locality, depth and photographer same as KAUM–II. 86.
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細い黄色縦帯があり，帯の幅は眼径の 0.1–0.2倍であり，

上から 1–4番目の縦帯は背方向に斜走し，5・6番目の縦

帯は体軸に対してほぼ平行（KAUM–II. 86では 6番目の縦

帯は不明瞭）．吻端から項部にかけて斜走する 1褐色縦帯

をもつ（KAUM–II. 85では不明瞭）．尾柄に白色に縁どら

れた 1黒色鞍状斑をもち，下端は側線を超える（KAUM–

II. 85では白色の縁取りがやや不明瞭）．背鰭，臀鰭，尾鰭，

および腹鰭の地色は黄色．背鰭棘条部前方にしみ状の黒色

斑をもつ．背鰭全体，臀鰭軟条部，尾鰭基底周辺に黒色

色素胞が散在する（KAUM–II. 85のみ）．腹鰭前縁は白色．

胸鰭は白色がかった半透明で，基底に黒色斑をもたない．

幼魚の色彩的特徴　ハスジマタルミの幼魚にみられた
色彩 2形質（吻端から項部にかけて斜走する 1褐色縦帯と

尾柄の白色に縁どられた 1黒色鞍状斑；Fig. 1）は，これ

までに知られていた個体（亜成魚・成魚）ではみられない

ことから（Allen and Talbot, 1985；島田・吉野，1987; Allen 

and Erdmann, 2012; Koeda et al., 2014；松沼・本村，2014; 

Tanaka, 2019），これらの色彩は本種の幼魚時の特徴である

と考えられる．一方，ハスジマタルミの亜成魚・成魚に

みられる胸鰭基底上端部の 1小黒色斑（Allen and Talbot, 

1985；松沼・本村，2014; Tanaka, 2019）は，本研究におい

て確認された幼魚にはみられず，これは成長に伴い出現す

るものと考えられる．

ハスジマタルミ幼魚は上述の色彩（頭部の 1縦帯と尾

柄の鞍状斑）を備えることで Lutjanus erythropterus Bloch, 

1790とヨコフエダイ L. malabaricus (Bloch and Schneider, 

1801)の幼魚に互いによく似るが，背鰭棘数が通常 12（L. 

erythropterusとヨコフエダイでは通常 11），および体側の

縦帯は 6本で，上から 1–4番目の縦帯は背方向に斜走し，

5・6番目の縦帯は体軸に対してほぼ平行（背鰭棘条部の

直下に多数の斜走する縦帯および，およそ 11本以上の体

軸に対してほぼ平行の縦帯）などの特徴によって識別され

る（Allen and Talbot, 1985; Randall, 1995; Allen and Erdmann, 

2012; Barman et al., 2013; Fig. 1）．

分布　ハスジマタルミはこれまでに日本（大隅諸島，
沖縄諸島，および八重山諸島），台湾，フィリピン（ルソ

ン島とネグロス島），南沙諸島，インドネシア（アンボン島）

およびインドから記録されている（Günther, 1859; Allen 

and Talbot, 1985; Lee, 1987；島田・吉野，1987; Anderson 

and Allen, 2001; Allen and Adrim, 2003; Shao et al., 2008；島

田，2013; Koeda et al., 2014；松沼・本村，2014; Baleta and 

Baleta, 2016; Tanaka, 2019）．パプアニューギニアの魚類相

を扱った Fricke et al. (2019)には本種が記録されていない

ため，ミルン湾州で撮影された水中写真（Fig. 1A）は本

種のパプアニューギニアからの初めての記録となる．
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